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OHATは，歯科医療者でなくても口腔のアセスメントが簡便にできるツールです。
オリジナルは，Dr. Chalmersらによって開発された口腔評価用紙で，世界中で使用
されています。OHAT-Jは，原文著者の承諾を得て東京科学大学の松尾浩一郎先生
によって日本語に翻訳されたもので，各地の医療機関や介護施設などで活用され
ています。OHATを導入することで多職種間で共通言語化でき，口腔環境を数値
化して円滑に連携を行うことが期待できます。

口腔内の問題を８つの項目に分類
・口唇
・舌
・歯肉，粘膜
・唾液
・残存歯
・義歯
・口腔清掃
・歯痛

必要に応じて，口腔アセスメントやスクリーニング，日ごろの評価などに活用で
きます。共通言語として他職種や他事業所との連携にも活用することで，適切な
情報共有が可能となります。
特に口腔の評価は人によってムラがあり基準があいまいとなることがあります。
歯科専門職でなくても，同じ視点の情報があることで協働した支援計画の作成に
も役立ちます。

OHAT-Jとは

OHAT-Jの特徴

OHAT-Jの活用のメリット

スコア０＝健康（正常）
スコア１＝変化
スコア２＝病的

の3段階で評価

OHAT-Jはこんな場面で活用できます。
・病棟における口腔管理，評価など
・介護施設，事業所
・訪問看護
・訪問歯科診療
・入退院時の連携やカンファレンス
・担当者会議
・各種口腔関連の加算算定にかかる文書作成

OHAT-Jの活用シーン

【OHAT-J 専用ページ】

引用元：東京科学大学
大学院地域・福祉 口腔機能管理学分野
http://www.ohcw-tmd.com/research/ohat.html

本資料について
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利用のためのダウンロードは可能ですが，内容の改変や再配布はご遠慮ください。



OHAT-Jのスコア解説

※本人から見て左※本人から見て右
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口腔清掃

歯痛
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OHAT-Jのスコアは，定期の評価やアセスメントなどに活用できます。
口腔機能の低下は，高齢者のその後の生活にさまざまな影響を与え
ることがわかっています。
スコアの総計が大きい場合やスコア2がある場合は，かかりつけの
歯科医院受診や訪問歯科診療を受けることをお勧めします。評価内
容を担当の歯科医師と共有すると情報を的確に提供することができ
ます。
かかりつけ歯科医院に相談する場合には，在宅医療支援センターが
公開している「FAX相談表」もご活用ください。

OHAT-Jの評価後

OHAT-Jに基づいた口腔ケアの目安

医科歯科連携に関する資料
・歯科連携用FAXシート（相談用）：Excel/Pdf
・歯科連携用FAXシート（返信用）：Excel/Pdf

OHAT-Jのスコアに対応した口腔ケアの目安です。必要に応じて粘膜ケアなども追加して口腔
環境の維持に活用してください。

OHAT-Jの評価後の対応

１.口腔ケアの基本のプロトコル
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用語説明（本資料内に記載されている専門用語に関する説明）

部位（ぶい）
歯列を上と下それぞれに右奥歯・前歯・左奥歯の6分割した場合の単位。

残存歯（ざんぞんし）
現在歯ともいう。歯の状態にかかわらず口腔内に残っている歯をさす。

舌乳頭（ぜつにゅうとう）
舌の表面にある小さな突起。位置によって形や大きさが異なる。

口腔底（こうくうてい）
歯肉と舌の下にあるくぼみの部分

人工歯（じんこうし）
義歯などに使われている人工の歯。プラスチックや陶器などさまざまな素材のも

のがある。
舌苔（ぜったい）

舌の表面に付着している汚れ。細菌や剥離した粘膜,食べかす,唾液の成分などか
らなり,口腔内の不潔や乾燥,体調悪化などによって増加する。
残根（ざんこん）

歯の頭部分がなくなり根だけが残っている状態
咬耗（こうもう）

⾧年の咬み合わせによって歯がすり減ること。個人差やそれぞれの歯の個体差が
あり,著しくすり減ると咬耗症と診断される。

歯肉膿瘍（しにくのうよう）
何らかの原因で細菌感染が起こり歯根の先に膿が溜まった状態。歯周病の有無に

関わらず発生し，歯肉表面に膿の出口がみられることがある。
口内炎（こうないえん）

粘膜の炎症。刺激による痛み,唾液に分泌量の増加,食欲不振を伴うことが多い。
ヘルペス（へるぺす）

ウイルス感染により粘膜に小さい水泡や灼熱感,痛みなどが起こる。口腔清掃不
良やストレス,疾病など免疫力が低下したときに起こりやすい。
血管腫（けっかんしゅ）

何らかの原因で血管が異常に拡張したり血管の奇形などにより正常な組織が大き
くなったもので悪性腫瘍とは異なる。
唾液腺腫（だえきせんしゅ）

耳下腺や顎下腺などの唾液腺にできる良性または悪性の腫瘍。
地図状舌（ちずじょうぜつ）

舌の表面に地図のような模様が出て痛みや違和感を感じたり刺激に敏感になるこ
とがある。
白板症（はくばんしょう）

慢性刺激などが原因で組織が白く厚くなった病変で擦っても除去できない。前が
ん症状ともいわれる。
咬傷（こうしょう）

咬んでできた傷
裂傷（れっしょう）

何らかの原因で裂けてできた傷で切り傷より傷口が荒い状態が多い

【一般的な歯科用語】

【病変や疾病に関する歯科用語】
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公益社団法人
川内市医師会在宅医療支援センター

鹿児島県薩摩川内市大小路町70番26号
TEL：0996-22-4021
FAX：0996-22-8114

研修や出前講座などにも対応しています。お気軽にご相談ください。

いいせんネット

本資料は，東京科学大学の松尾浩一郎先生の許諾を得て，当センターが地域向けに作成したものです。
利用のためのダウンロードは可能ですが，内容の改変や再配布はご遠慮ください。利用に際しまして
ご不明な点がありましたら，当センターまでご相談ください。


